
 

 

 

 

 

 

 

テレビでおなじみの 

小池あきら党書記局長・参

議院議員がお話しします。 

日本共産党演説会 
■日時 6/16(日)１５時開会 

■会場 びわ湖ホール 

甲賀市からバス２台が出ます。

詳しくはは各議員まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年 ５月 ２６日   第２６４号 
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衆院小選挙区白票水増し事件初公判 5/22 

公
判
で
は
新
し
い
こ
と
は 

何
ら
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ず 

２２
日
の
初
公
判
で
、
被
告
の
２

人
は
起
訴
事
実
を
全
面
的
に
認

め
た
た
め
即
日
結
審
し
ま
し
た
。 

起
訴
状
で
は
、
両
被
告
は
、
２

０
１
７
年
１０
月
２２
日
、
甲
賀
市

甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
で
衆

院
選
の
開
票
作
業
中
、
投
票
総
数

と
投
票
者
数
の
食
い
違
い
の
つ

じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た
め
、
白
票

約
４
０
０
票
を
水
増
し
し
た
上
、

翌
２３
日
に
見
つ
か
っ
た
未
集
計

の
投
票
済
み
投
票
用
紙
約
４
０

０
票
を
廃
棄
し
よ
う
と
し
、
投
票

用
紙
を
持
ち
帰
っ
た
、
と
し
て
い

ま
す
。 

弁
護
側
の
証
人
と
し
て
、
事
件

当
時
の
危
機
・
安
全
管
理
統
括
監

が
、
台
風
接
近
の
た
め
当
日
の
選

挙
事
務
に
あ
た
る
職
員
の
応
援

を
求
め
た
こ
と
な
ど
事
件
の
背

景
や
被
告
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事

ぶ
り
な
ど
を
証
言
。 

「
未
開
封
の
投
票
箱
は
想
定
外

で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
態
」 

被
告
尋
問
で
は
、
票
数
が
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
持

ち
帰
り
を
想
定
す
る
に
は
約
４

０
０
票
は
多
す
ぎ
」
「
投
票
箱
を

保
管
場
所
で
捜
索
を
命
じ
た
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」
「
時
間
の

経
過
、
早
期
報
告
と
職
員
の
疲
労

を
考
え
、
帳
じ
り
を
合
わ
せ
る
し

か
な
か
っ
た
」
な
ど
と
証
言
。
翌

日
投
票
箱
が
発
見
さ
れ
た
と
の

報
告
を
う
け
た
時
の
感
想
は
、
前

総
務
部
長
が
「
何
で
や
」
、
前
総

務
部
次
長
は
「
愕
然
と
し
た
」
と

証
言
し
ま
し
た
。 

ま
た
投
票
箱
は
開
票
台
で
開

票
後
、
立
会
人
確
認
の
上
、
保
管

場
所
に
移
し
た
の
で
、
未
開
封
の

投
票
箱
が
存
在
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
証
言
し
ま

し
た
。 

◆前総務部長 

懲役 1 年 2 か月、公民

権停止 5 年を求刑。市

は 4/23付で懲戒免職。 

◆前総務部次長 

懲役１年、公民権停

止 5 年を求刑。市は

4/23付で懲戒免職。 

２
０
１
７
年
１０
月
の
衆
院
選
滋
賀
４
区
の
開
票
作
業

で
の
白
票
水
増
し
事
件
で
、
公
選
法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ

た
市
選
管
元
事
務
局
長
で
市
前
総
務
部
長
、
同
元
書
記
で

前
総
務
部
次
長
の
初
公
判
が
２２
日
、
大
津
地
裁
（
写
真
、

横
井
裕
美
裁
判
官
）
で
開
か
れ
、
両
被
告
は
起
訴
内
容
を
認

め
ま
し
た
。
検
察
側
は
前
総
務
部
長
に
懲
役
１
年
２
月
、
総

務
部
次
長
に
懲
役
１
年
を
求
刑
、
弁
護
側
は
刑
の
減
軽
を
求

め
結
審
し
ま
し
た
。
判
決
公
判
は
６
月
１７
日
の
予
定
。 

 

民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ

る
問
題
で
、
第
３
者
委
員
会
の
答

申
も
終
了
し
た
今
日
、
い
ま
な

お
、
事
実
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
弁
護

士
に
よ
る
関
係
職
員
へ
の
聞
き

取
り
調
査
報
告
書
の
公
表
な
ど

議
会
の
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 
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と
ん
で
も
な
い
県
の
方
針
案
、 

声
を
上
げ
、
見
直
し
さ
せ
ま
し
ょ
う 

 

２２
日
の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
、
国
や
小
児
科

学
会
の
指
針
に
基
づ
く
小
児
救
急
医
療
体
制
の
再

編
方
針
に
も
と
づ
き
、
県
が
来
年
度
か
ら
「
小
児
救

急
医
療
体
制
」
の
再
編
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
小
児
科
医
師
不
足
や
働
き
方
改

革
に
伴
う
医
師
の
労
働
時
間
制
限
、
小
児
医
療
の
高

度
化
な
ど
を
背
景
に
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の
維
持

が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
医
療
体
制

を
ブ
ロ
ッ
ク
化
。
「
休
日
・
夜
間
に
救
急
を
う
け
る

の
は
基
幹
病
院
」
と
し
、
従
来
の
小
児
救
急
医
療
機

関
で
は
、
通
常
時
間
帯
の
救
急
の
み
と
す
る
な
ど
大

幅
な
再
編
で
す
。 

甲
賀
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
立
甲
賀
病
院
が
小

児
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
が
、
再
編
に
よ
り
役
割
分
担
さ
れ
、
休
日
・
夜

間
の
場
合
は
、
基
幹
病
院
で
あ
る
済
生
会
滋
賀
県
病

院
へ
搬
送
・
受
診
と
な
り
ま
す
。
所
要
時
間
・
距
離

が
延
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
山
岡
光
広
議
員
が

「
子
ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
医
療
体
制
の
後
退
。
絶

対
に
認
め
ら
れ
な
い
。
市
あ
げ
て
反
対
の
声
を
県
に

あ
げ
る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 


